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1　緒 言

　近年，平均寿命ののびによる高齢人口の増加が保健福

祉の分野でさまざまな問題を提起していることはよく知

られている．とくに，悪性新生物，脳血管疾患，心疾患，

肝硬変，高血圧性疾患などの非感染性慢性疾患，いわゆ

る成人病による死亡が，感染性疾患による死亡の減少に

もかかわらず高率を示していることは周知のところであ

る．これら成人病のうち悪性新生物以外の疾患は，程度

の差こそあるもののいずれも肥満と深いかかわりあいを

もっており，肥満が先に成立してそれに成人病が合併す

る場合や，まず成人病が発症してその経過中に肥満が合

併してくる場合などさまざまであるが，その成人病に対

する治療効果をあげるためには同時に存在する肥満につ

いてもなんらかの処置をする必要があるという点では一

致している．ところで問題になるのは，成人病の予後に

影響を与える肥満とはどの程度に体重が多い場台を指す

のか，減量のめやすとされる標準体重とはなにかについ

ての諸家の見解は必ずしも一致していないことである．

筆者は，今までに標準体重として提示されたものおよび

これに近い性格をもつ数値として示されたものと比較し

てそれほど大きなちがいはなく，しかも使用するうえに

便利な数値を見出したので報告する．

皿　身長別標準体重Goの求め方

　このG・を計算するにあたっての基本的な考え方は，

思春期において身長発育は15歳（女子）ないし17歳（男

子）までに終了するということである1）．したがってこ
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の時点における身長と体重のバランスを基準とすれば，

それ以後の身長の増加はせいぜい1cm止まりであるか

ら，そのバランスに影響を与えるのは体重だけとなり，

身長と体重の関係についての評価方法が著しく簡素化さ

れる．すなわち同一身長の高校生（男子では17歳，女子

では15～17歳）の平均体重と比較してどれほど多いかあ

るいは少ないかをみると同じことになる．しかも15歳な

いし17歳における身長と体重については，毎年文部省か

ら学校保健統計として発表されているからこれを利用す

ればよい．この考え方に基いて，昭和54年度の学校保健

統計調査報告書2）に記載されている17歳男子の身長別体

重平均値（64P．）と高等学校女子の身長別体重平均値

（27p．）を用いて身長Hと体重Wの関係式を求めた．昭

和54年度の資料を用いた理由のとひつは，この年度の調

査客体数がそれ以前の調査とくらべて格段に多く，した

がってえられた平均値の信頼度が高いと考えられたこと

にある．HとWの関係式W≒Ha×b＋Cにおけるパラメ

ーターα，bおよびcの求め方は既報3）のとおりであっ

て，えられた式は次のとおりである．

　　男Go＝Hl・・7021×28．0433－8．58

　　女Go＝H3・　0343　×　7。72827十21．67

　これらの式のHに窺単位の身長をいれると体重G・が

kg単位で求められるが，このG・が描く曲線は図1（男）

と図2，（女）が示すように下方に向って凸な曲線である．

　このG・の計算式を求める際に使われたwは男の場合

はHが1．55mと1．83mの間であり，女の場合は1．46m

と1．・70mの間であるが，この部分のG・を表わす実線は

やや大きい◎印で表わしたWときわめてよく一致してい

るのがわかる．Hがより小さいあるいは大きいところに

ついて計算されたG・が点線で示されているが，この部
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分ではWにかなりのばらつきが認められている．これは

調査客体数が比較的少ないためかなり誤差がある平均値

であることによると考えてよい．なおこれらの図には第

2報で報告したGs（学齢男子の標準体重）と第3報5）で

報告したG・（学齢女子の標準体重）を描いて，G・とど

のように異るかを示してある．

皿　G・と各種標準体重との比較

　このσ・を現在までに標準体重あるいはこれに準ずる

ものとして提示された数値と比較するため，図1と図2

にBroca法によって計算された値（以下B原法値とす

る），B原法値に0．9を乗じた値（以下第IB変法値とす

る）をはじめいくつかの標準体重を示してある．

　（1）　B原法値とGoとの比較

　B原法値はHと直線的な関係にあり，その直線は男の

場合はHが1．43m，女の場合は1．46mのところでGoが

描く曲線と交さしている．したがって男の場合はほとん

どすべてのHにおいてB原法値がG・より大きい．女の

場合は男の場合ほどのかたよりは認められないが，Hの

大きいところでB原法値がGoより明らかに大きい傾向

がある反面，Hが小さいところではG・より小さい値と

なっている．なお，当然のことながら，交さしていると

ころからはなれるにしたがってB原法値とG・とのへだ

たりは増大しており，とくにHが小さい側ではその差が

急速に大きくなっているのがわかる．

　（2）第IB変法値（桂の標準体重）とG・との比較

　第1B変法値の場合においても身長と体重の関係が直

線的であることにかわりはないが，ただGoの描く曲線

と交さする場所が右方すなわちHが大きいほうに移動し

ているため，G・とのへだたりはB原法値の場合より多

くのHにおいて小さくなっている．しかしHの小さいと

ころでは第1B変法値がG・より小さく，　Hが大きいとこ

ろでは逆にGoより大きいというB原法値の特性はその

まま残っている．

　（3）第2B変法値とG・との比較

　ここで第2B変法値とは，丑が165cm以上の場合は

（H－110）kg，それ以下の場合は（H－105）kgによって

えられる数値を指しているが，当然のことながらB原法

値と平行する2本の直線から成っている．Goとの関係を

みると，男女とも1．65m以下のところと以上のところの

2個所で交さしており，そのへだたりはB原法値あるい

は第IB変法値の場合よりやや小さい傾向があるとはい

うものの，Hの大きさによってそのへだたりにはかなり

の差があるのがわかる．

　（4）　後藤・涌井値とGoとの比較

　これは1961年B原法にかわる方法として後藤・涌井両

氏6）によって発表されたものであって，その計算式は男

の場合は（H×0．6－38）kg，女の場合は（H×0．44－15）

kgである．この計算式から明らかなように第1B変法値

よりさらに勾配のゆるやかな直線となり，G・との関係を

みるとB原法値，ag　IB変法値，第2B変法値のどれよ

りもよく平行している．しかしHが大きくなるにつれて

その差が小さくなり，とくに女の場合はH≒1．67mのあ

たりで交さしている．

　（5）松木値とGoとの比較

　ここでいう松木値とは1955年松木ら7）がアメリカの資

料に基いて設定した標準体重を指す．松木値を表わす点

をつなぐとわずかに下方につき出た曲線になり，Goとは

いくらか距離を保ちながらほぼ平行して上昇している．

こe］）へだたりを少しこまかく分析すると，男の場合差が

もっとも大きいのはH＝1．55mのところの3．45　kgであ

り，差がもっとも小さいのはH＝1．64mのところの2．59

kgであって，26個の平均が2．85　kgであるのに対して標

準偏差は0．23kgである．また女の場合差がもっとも大

きいのはH＝1．48mのところの2．64　kgであり，差が

もっと小さいのはH＝1．65mのところの1．　91　kgであ

って，23個の平均が2．13kgであるのに対して標準偏差

はO．18kgである．すなわちいずれもばらつきのきわめ

て小さい数値であり，松木値とG・がほとんど平行した

曲線であることを示している．

　（6）DW値とGoとの比較

　この標準体重はアメリカの生命保険の資料に基いて計

算され，1960年Halpernら8）によってDesirable　Weight

として発表されたものである．もともとはframeの大き

さによって3群にわけて，それぞれについて年齢に関係

なく体重をrangeで示したものであるが，　medium　frame

の上下限の中央値をとってこの標準体重を代表する値と

したのがここでいうDVV値である，このDIV値はイン

チポンド法によって示されているので，これをメートル

法に換算したのが図1と図2の中のもっとも大きい◎印

である．この図から，DW値が描く図形は松木値あるい

はG・と同様やや下方に凸な曲線であって，B原法値か

ら後藤，涌井値までの4個の標準体重が直線的であるの

とはっきり異なるのがわかる．G・との差は男の場合は
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表1Goと箕輪値との比較（男）

H Go 箕輪値 つ Mo P．1． H Go 箕輪値 ρ Mo P．1．

m kg kg kg m kg kg kg

1．40 41．14 44．O 7 43．99 40．56 1．60 53．83 54．1 0 54．20 42．37

．41 41．75 44．5 7 44．43 40．65 ．61 54．50 54．7 0 54．78 42．46

．42 42．36 44．9 6 44．89 40．74 ．62 55．16 55．4 0 55．37 42．56

．43 42．97 45．4 6 45．35 40．83 ．63 55．84 56．0 0 55．97 42．65

．44 43．58 45．8 5 45．81 40．92 ．64 56．51 56．6 0 56．58 42．74

．45 44．20 46．3 5 46．29 41．Ol ．65 57．19 57．3 0 57．19 42．83

．46 44．82 46．7 4 46．77 41．10 ．66 57．87 57．9 0 57．81 42．92

．47 45．45 47．2 4 47．25 41．19 ．67 58．55 58．6 0 58．44 43．01

．48 46．08 47．7 4 47．74 41．28 ．68 59．24 59．2 0 59．08 43．10

．49 46．71 48．2 3 48．24 41．37 ．69 59．92 59．8 0 59．72 43．19

1．50 47．34 48．7 3 48．75 41．46 1．70 60．62 60．4 0 60．37 43．28

51 47．97 49．2 3 49．26 41．56 ．71 61．31 61．1 0 61．03 43．37

．52 48．61 49．7 2 49．78 41．65 ．72 62．01 61．8 0 61．70 43．46

．53 49．26 50．2 2 50．31 41．74 ．73 62．71 62．4 0 62．37 43．55

．54 49．90 50．8 2 50．84 41．83 ，74 63．41 63．0 一1 63．06 43．63

、55 50．55 51．3 1 51．38 41．92 ．75 64．11 63．7 一1 63．75 43．72

56 51．20 51．9 1 51．93 42．01 ．76 64．82 64．4 一1 64．45 43．81

．57 51．85 52．4 1↑ 52．49 42．10 ．77 65．53 65．1 一1 65．15 43．90

．58 52．51 53．0 1↓ 53．05 42．19 ．78 66．25 65．8 一1 65．87 43．99

59 53．17 53．6 1 53．62 42．28 ．79 66．97 66．5 一1 66．59 44．08

1．60 53．83 54．1 1 54．20 42．37 1．80 67．69 67．2 一1 67．32 44．17

3～4kgで1）W値のほうが大きく，女の場合は反対に

1kgほど1）W値が小さい．

　（7）箕輪値とG・との比較

　箕輪値とは1962年に箕輪ら9）によって発表された標準

体重である．図から明らかなようにこれがGoともっと

もよく一致している．Goとの差が比較的大きいのはH

が小さいかまたは大きいかの両端の部分であって，中間

部分はG・と重なっている．そこで箕輪値とG・とのち

がいをこまかく示したのが表1と表2である．これらの

表におけるPの値すなわち差がG・の何％に当るかの数

値からわかるように，その絶対値がもっとも大きいのは

男の場合はH＝1．40mのところの7．0（2．86　kg），女の

場合はH＝1．30mのところの2．1（0．79　kg）であって，

いずれも調査客体数がきわめて少ないところである．松

木値の場合はすべてのHにおいてG・より大きい値であ

ったが，箕輪値の場合は男と女でG・との関係が異なっ

ており，男ではHが大きいわずかな部分を除いてほとん

どのHにおいて箕輪値が大きく，女では反対に箕輪値が

小さい場合のほうが多い．しかしこれらのPの絶対値は

中央部に近づくにしたがって0に近くなり，男の場合は

1．58mと1．　80mの間の23階級において，また女の場合は

1．37mと1．・70mの問の34階級においてPが±1未満であ

り（1↓は0．5以上1．0未満を表わす），グラフの上ではほ

とんど重なることになる．（MeとP．　Lについては後記）

　（3）　厚生省値とG・との比較

　ここで厚生省値とは1971年に発表された肥満指導の手

びき1°）に記載されている「あなたの体重表」作製過程Q

計算データとして求められたものであり，けっしてnor一

（67）
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表2　Goと箕輪値との比較（女）

H Go 箕輪値 ρ Mo P．1． H Go 箕輪値 カ Mo P．1。

m kg kg kg 、　　　m kg kg kg

1．30 38．79 38．O 一2 38．01 38．40 1．50 48．12 48．1 0 48．14 41．24

31 39．19 38．4 一2 38．47 38．57 ．51 48．66 48．7 O 48．69 41．36

．32 39．60 38．9 一2 38．94 38．73 ，52 49．20 49．2 O 49．25 41．48

．33 40．Ol 39．4 一2 39．42 38．89 ．53 49．76 49．7 O 49．81 41．60

．34 40．43 39．9 一1 39．90 39．04 ．54 50．32 50．3 O 50．37 41．71

．35 40．86 40．4 一1 40．38 39．19 ．55 50．88 50．9 0 50．94 41．83

36 41．29 40．8 一1 40．87 39．35 ．56 51．46 51．5 O 51．52 41．94

37 4L73 4L4 一1 41．36 39．50 ．57 52．04 52．0 0 52．10 42．05

．38 42．18 41．9 一1 41．78 39．64 ．58 52．63 52．6 0 52．68 42．16

．39 42．63 42．4 一1 42．35 39．79 ．59 53．23 53．2 0 53．27 42．27

1．40 43．12 42．9 一1 42．86 39．9乞 1．60 53．84 53．8 O 53．86 42．37

．41 43．59 43．4 0 43．37 40．06 ．61 54．45 54．5 0 54．46 42．48

．42 44．07 43．9 O 43．88 40．20 ．62 55．08 55．0 0 55．06 42．58

．43 44．55 44．4 0 44．40 40．34 ．63 55．70 55．6 0 55．66 42．68

．44 45．04 44．9 0 44．92 40．47 ．64 56．34 56．3 0 56．27 42．78
噌

．45 45．53 45．5 0 45．44 40．61 ．65 56．99 56．9 0 56．89 42．88

．46 46．04 46．0 O 45．97 40．74 ．66 57．64 57．5 0 57．51 42．97

．47 46．55 46．5 0 46．51 40．86 ．67 58．30 58．2 0 58．13 43．07

。48 47．06 47．0 0 47．05 40．99 ．68 58．97 58．8 0 58．76 43．16

．49 47．59 47．6 0 47．59 41．12 ．69 59．65 59．4 0 58．39 43．25

1．50 48．12 48．1 0 48．14 41．24 1．70 60．34 60．0 一1↓ 60．03 43．34

ma1あるいはstandardという意味をもった基準値でな

いと説明されているが，しかし標準的体重域（安全域）

の上限値と下限値を計算するための基準として使われて

いることは明らかなのでここで比較してみることにした．

この厚生省値は松木値あるいは箕輪値と異なって，成人

の身長を表わす個所では上方に向って凸な曲線を描いて

おり，そのどちらよりもすべてのHにおいて小さい値に

なっている．したがって当然のことながらGoとの差が

もっとも小さいのは曲線の中間部にあり，男の場合はH

＝1，66～1．67mのところの1．68kg，女の場合はH＝1．67

～1．68mのところの1．43　kgがもっとも小さい．　Hがこ

れより小さい側でも大きい側でもその距離は次第に大き

くなっており，とくにHが小さい側での差はきわめて大

きいため厚生省値はGoよりむしろ第IB変法値に近い

値になっていることがわかる．

］v　考 察

　標準体重を設定するにあたってまず考えなければなら

ないのはその標準体重をどういう目的で使うかというこ

とである．一般的には身長と体重のバランスの異常は不

健康の指標であるという考え方を前提にして，健康状態

を判定するための情報のひとつにしようということであ

ると思われるが，もっとも健康な状態における体重がそ

れぞれの身長に対して単一の数値としてきめることがで

きるかについては問題がないわけではない．学童の場合

はすでに指摘したように3），「大多数のものは正常である

はずである」という前提のもとに，それからえられる平

均値を正常値≒理想値として用いてもそれほど支障はな

（68）
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いと思われるが，成人の場合は平均値≒理想値というよ

うに簡単にわりきってしまうわけにはゆかないようであ

る．すなわち30歳をすぎると体重が増加してくる場合が

多いことは周知のとおりであって，「大多数のものは正

常であるはずである」という原則を適用するとこの増加

した体重を使って標準体重を計算しなけれぽならないこ

とになる．その結果どの年齢階級においても過体重者の

出現率に大差がないことになり，健康状態を判定するめ

やすとするという当初のねらいからはずれてしまう．そ

こで問題を整理して，「あなたの体重表」が作製される

際の基準を求めたと同じように，理想体重あるいは望ま

しい体重であるかどうかは一応棚上げにしておいて身長

と体重のバランスを分析するための基準としてみたとき，

従来の標準体重がどのような意義をもつかを検討してみ

ることにする．

　図1および図2に掲げた各標準体重のうちB原法値と

第1B変法値を用いた場合は，すでに諸家によって指摘

されているようにいずれもHが小さいところでは体重を

過大にみつもりやすく，反対にHが大きいときの過体重

をみおとしやすい欠点がある11）12）．このことは図におけ

る各種標準体重の相互関係から容易に理解できる．この

ようにHが小さい場合は肥満度すなわち（実測体重一標

準体重）÷標準体重×100＝Pの値が（＋）にかたより，

Hが大きい場合は（一）にかたよる性質をもった数値は，

たとえ理想体重である必要はないということを前提にす

るにしても標準体重としてはあまり適当でないといえる．

ng　2　B変法値と後藤・涌井値は前述のふたつにくらべれ

ばσ・すなわち現代の等身長の高校生について実測され

た体重の平均値にかなり近い値を示しているが，しかし

Pの値がHの大きさによってかなり異なっているという

ことは，体重と身長の関係が直線で表わされている限り

どうしてもさけることができないところである．なお後

藤・涌井値は昭和3年の統計をもとにしてえられたもの

であって，時代がかわり食習慣が違ってくれぽ少しのず

れがあるかも知れないと同氏らは述べているが，このあ

たりにもG・との不一致が生ずる原因のひとつがひそん

でいるようである．

　これらに対して松木値と箕輪値の場合はHの大小によ

るPのかたよりがほとんど認められず，現に標準体重と

して各方面で使用されている．このふたつの標準体重の

ちがいは，松木値がアメリカの生命保険加入者の身体計

測によってえられた数値を基礎にしているのに対し，箕

輪値はある地域に限定されているとはいうものの日本人

の身体計測に基づいて計算されていること，また松木値

は25～30歳の身長別体重平均値に近いものが年齢にかか

わりなくもっとも死亡率が低いという，アメリカで標準

体重が設定された当初の考え方を踏襲して設定されてい

るのに対し，箕輪値は中年以降に過体重者が増加してく

る傾向があるから，それの影響をうける平均値より身長

別体重中央値の方が年齢的因子と職業的因子というもの

に特別の考慮を払わないで使えるということで設定され

ているという点である．

　松木値のもとになったアメリカの数値は最初理想体重

“Ideal　Weight”として1942年（women）13）と1943年

（men）1のに相次いで発表されたものである．この研究

の中で理想的な体重の唯一最良のindex　the　best　single

index　of“ideal　weight”はおそらくは長生きである

ことであり，健康で長生きできるためにもっとも有利な

体重the　most　favorable　weights　for　health　and　Iong－

evityは年齢にかかわりなくおそらく25～30歳のときの

平均に近いものであろうとの考え方が示された．しかし

それは単一の数値ではなく，体格の大小によって3個の

frameにわけたうえそれぞれのframeについて体重が

rangeで設定されている．　Walker　i5）は1953年に発表し

た肥満に関する研究の中で，それまでの標準体重は加齢

とともに肥満が増加してくることを反映しているにすぎ

ないのに対し，この標準体重は加齢による体重の増加を

許していないという点を評価している．ただframeによ

って異るのは実用的でないとしてmedium　frameの中

央値をその代表値とした．松木値は着衣・着靴のままで

測定されたIdeal　Weightの代表値を日本人向に補正し

たものである．

　25～30歳の平均体重がもっとも死亡率の低い体重であ

るという考え方にはその後微妙な変化が現われてくる．

すなわち1959年に発表されたBuild　and　Blood　Pressure

Study（以下BBPSで表わす）16）には身長別体重平均値

がかわってきていることが示されており，男の場合はわ

ずかに増加する傾向があるのに対し，女の場合は反対に

減少してきていることが指摘されている．このように身

長別体重平均値がかわってきた結果，最低の死亡率を示

す体重が25～29歳の平均体重と一致しなくなってきてお

り，このBBPSの資料に基づいて設定されたDW値を

同じBBPSの中に示されている25～29歳の身長別平均体

重とを比較しても両者はあまりよく一致していない．も
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っともDW値はIdeal　Weightの場合と同じく大中小3

個のframeごとにかなりの幅（range）をもって設定され

ており，25～29歳の身長別体重平均値は1）W値のmedium

frameの上限値に近い値である．すなわち一応その

rangeの中にはいっているからそれほど大きい不一致と

はいえないが，しかしmedium　frameの中央値とはい

くらか差があるのは否定できない，このように身長別体

重平均値に変化が現われてきた原因として，これらの身

長計測値は生命保険に加入するときの健康診断の際の計

測値であって，アメリカでは前述のように着衣・着靴の

ままで計測するのが一般的になっているため，衣類の重

量やヒールの高さがこれらの体重平均値に影響している

のではないかということのほかに，とくに女の場合減少

してきていることの原因のひとつとしてthe　greater

vogue　of　slendernessが指摘されていることは興味をひ

く点である．

　いずれにしても最低死亡率を示すということで設定さ

れたDW値が25～29歳のアメリカ人の身長別体重平均値

より男女とも低いところに定められているため，日本人

に適用した場合はともかくとして，アメリカ人に適用す

るとほとんどの人が肥満になってしまうことになる．そ

こでGoldblattら17）はこれより少し多いところ（男で

＋11％，女で＋9％）をnormalと考えて肥満に対する

各種のsocial　factorの影響を分析したが，このことは

標準体重は理想体重でなければならないということを前

提にして死亡率が最低であるという尺度だけからきめら

れた数値では，標準体重としてはあまり実用的でないと

いうことを示唆しているものといえる．このように松木

値が設定される基礎になった数値にはわずかながら変化

が現われているが，しかしその差は標準体重すなわち松

木値をかえなければならないほどの差ではないからその

まま使ってゆくとされている18）．

　松木値と並んでよく使われるのが箕輪値であって，こ

れは数多い標準体重の中でもっともよくG・と一致して

いる．しかし部分的にみると，身長が比較的小さい男の

場合はその差がやや大きい傾向があるなど一致しないと

ころもある．この箕輪値の特徴とくにG・とのちがいを

分析するためにこれを身長の関数で表わすと次のような

式になる．表1と表2のMoの欄の数字がこの式から

　　男H3・01017×7．4949＋23．35

　　女H2・20232×15．341＋10．67

計算された値であるが，箕輪値との差がもっと大きいの

は男の場合は1．67mのところの0．16kgであり，女

の場合は1．38mのところの0，12　kgであって，これは

いずれも箕輪値そのもののO．　3％に相当し，箕輪値と

Moがきわめてよく一致していることがわかる．一般に

Hα×b＋cにおいて，aはその図形の曲率を表わし，1よ

り大きいときは下方に凸な曲線　1より小さいときは上

方に凸な曲線，1のときは直線である，またbはその図

形の上昇勾配を表わしており，これが大きいほど急勾配

で増加していることを示している．ところでGoとMo

の関係式を比較するとaは男の場合はM・が大きく女の

場合はその反対である．とくに男の場合の差が大きく，

これがHの小さい部分での差の原因であることがわかる．

なぜこのような差があるかといえば，身長が比較的小さ

い男の体重が箕輪値を計算する基礎になった集団におい

ては現代の等身長の高校生より全般的に大きかったこと

を意味している．女の場合はその反対であるが，その差

は男の場合にくらべるとはるかに小さい．またbの値に

も男女によって差があり，女の場合はσ・とMoの差が

比較的小さい．男の場合Hの小さいところで箕輪値

（M・）がGoより大きかったにかったにかかわらず，　H

の大きいところで反対にG・より小さくなっていること

はこのbの値のちがいで説明できる．なぜこのようなち

がいが生じたかというと，Hが大きいところでは小さい

ところとは反対に，箕値輪を計算する基礎になった集団

が等身長の現代の高校生の体重より全般的にやや小さか

ったためと考えることができる．このように部分的には

いくらか差があるとはいうものの，全体的にきわめてよ

く一致しており，とくに女の場合の差が小さいのが注目

される，

　もうひとつの基準値である厚生省値は，松木値および

箕輪値が下方に凸の曲線であるのと異なり部分的に上方

に凸の曲線を描いている点に特色がある．なぜこのよう

なことがおこったかといえば，松木値も箕輪値も成人の

身長と体重を計算の基礎にしているのに対し，厚生省値

は「性も年齢も捨象してつくられている」点に原因があ

る．すなわち図1と図2においてG・とG5（学齢男子）

あるいはG6（学齢女子）とのちがいで示されているよう

に，思春期以前の小児の体重は思春期をすぎた同じ身長

の成人の体重より全般的に小さい傾向があり，Hが小さ

い部分の厚生省値はこの思春期前の小児の身長別体重の

影響をかなりうけているものと思われる，いずれにして

もHが小さいところでの厚生省値は第IB変法値ときわ
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めてよく一致した値になっており，すでに第IB変法値

について指摘したと同じような問題が厚生省値にもある

と考えないわけにはゆかない．このように厚生省値にも

いくらか問題があるようであるが，この数値が多くの専

門家の検討の結果設定された経緯を考えると，これを批

判的な眼でみることは本意でないのでこれ以上触れない

ことにする．

　現在までに体重基準値として報告された数値のおもな

ものは以上のとおりであるが，これらのほかに身長と体

重のバランスを分析する際にしばしば利用されているも

のにPonderal　Index（以下P．1．とする）がある．これ

は身長（cm）を体重（kg）の立方根で除した値であって，

Seltzer19）はこれを用いて前掲のBBPSの数値を分析し，

体重が大きいものは死亡率が高いとはいうものの，P．1・

が11．6（メートル法では約38）より大きいときはそれほ

ど体重による死亡率の差はなく，これより小さくなると

急激に死亡率が高くなるのをみている．このP．Lをある

一定の値（Kとする）に固定しておいて，w＝（H÷K）3

からそれぞれの身長に対応する体重を計算することがで

きるが，問題はKである．すでに報告した20）ように，体

重が身長の3乗に比例するのは学童期だけであって，乳

幼児期と成人についてはむしろ身長の2乗に比例すると

考える方が適当である．したがってP．1．には身長の影響

がきわめてわずかであるが，はいりこんでいると考えな

ければならない．これを示したのが表1と表2における

P．1．の欄の数字であって，身長が小さいときのP．1．（こ

れが上式のKに相当する）は身長が大きいときにくらべ

て明らかに小さい．このことはP．　1・を使って分析する際

に常に念頭においておく必要がある．

　このように標準体重とされる数値がすでにいく通りも

ある現状で注意しなければならないのは肥満度によって

正常者と肥満者とを区分して比較する場合，たとえば20

％以上が肥満であるということをきめてみても，その基

準になる標準体重がお互に別のものであると肥満者群に

属するものが同じでないということである．もっともこ

れらの標準体重の間にある差はわずかであってそう神経

質になる必要はないといってしまえばそれまでであるが，

標準体重より20％以上多いものを肥満ときめるときはま

だよいとして，10％以上とが5％以上というようなきめ

方をするときには，標準体重のわずかのちがいによって

ある場合は肥満群にはいりほかの標準体重を使うと肥満

群にはいらないものが多くなるのはさけられない．この

ような場合は標準体重としてどのような数値を用いたか

を明確にしておく必要があろう2D．ところでこれらの標

準体重のうちあるものはすでに述べたように体重を身長

と直線的な関係式で表わし，またあるものは体重をひと

つひとつの身長に対応する数値で表わしており，曲線的

な関係式で表わそうとしたものはまだ考案されていない．

身長と体重の関係はKaup指数やRohrer指数の構造

から明らかなように決して直線的ではなく，これを直線

的な関係式で表わそうというのはもともと無理な話であ

る．今回考案された新しい標準体重G・は松木値と厚生

省値との中間にあって前者とほぼ平行し，箕輪値とは調

査客体数の少ない部分を除いて多くの身長階級で一致し

ていることからみて，理想体重といえるかどうかはさて

おき，標準的体重域を設定する際の基準値として使える

数値であると考えてよいようである．しかも体重が身長

の関数として表わされているため肥満度が対数を用いて

簡単に求められ，標準的体重域の上限と下限を肥満度で

表わすことができるという利点がある．この原理は学齢

男子のG，と学齢女子のG6について肥満度検定盤とし

てすでに実用化されている．ただ成人の場合の標準的体

重域の上限よおび下限を学童の場合と全く同じように設

定してさしつかえないかどうかについてはさらに検討が

必要である．

V　要 約

　昭和54年度の学校保健統計調査報告書に記載されてい

る17歳男子と15～17歳女子の身長別体重平均値を用いて

次に示す関係式を得た。

　　男G・＝Hl・7°21×28．0433－8・58

　　女GoニH3・0343×7．72827＋21・67

　G・は松木値と厚生省値との中間にあって前者とほぼ

平行し，箕輪値とは調査客体数の少ない部分を除いてき

わめてよく一致しており，標準的体重域を設定する際の

基準値として使用することができる．

　G・は松木値，箕輪値あるいは厚生省値と異なり，体

重が身長の関数として表わされているため肥満度が求め

やすい利点がある．

　G・は理想体重でなければならないということを考慮

しないで求めたものであり，したがってこれを用いて計

算される肥満度Pで標準的体重域を表わすとするとどう

なるかという点についてはさらに検討が必要である．
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